


共同精版印刷株式会社 
編集／制作／発行 

本　　　社：〒630-8013  奈 良 市 三 条 大 路 2 丁 目 2 - 6 
　　　　　　TEL 0742-33-1221　FAX 0742-33-7035 
大 阪 支 社：〒542-0082  大阪市中央区島之内1丁目12-3 
　　　　　　　　TEL 06-6271-7951　FAX 06-6271-7954 
東 京 支 社：〒116-0014  東京都荒川区東日暮里5丁目6-4 
　　　　　　TEL 03-3802-4741　FAX 03-3802-4740

本誌に対するご感想、ご要望などがございましたら、上記本社内「イマジン21」編集部までお寄せください。 

わたしたちができる環境づくり 
自然との共存を図りながら 
限りある資源を大切に使い環境を守っていく― 
私たちは時代に役立つ企業であり続けたいと考えます 
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少
子
高
齢
化
社
会
に
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
益
々
多

様
な
働
き
方
が
企
業
に
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
一
方
、

働
く
人
は
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
）
を
よ
り
重
要
視
す
る
中
に
あ
っ
て
、
企
業

と
し
て
は
そ
れ
ら
を
必
要
十
分
に
充
足
す
る
環
境
づ
く

り
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。 

 

　
弊
社
は
、
平
成
14
年
に
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
認

証
取
得
、
ま
た
18
年
に
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
を
取

得
す
る
な
ど
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
経
営
推
進

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
労
働
時
間
等

設
定
改
善
法
が
施
行
さ
れ
て
（
平
成
18
年
）
以
後
、
社

内
で
委
員
会
を
た
ち
あ
げ

「有
給
休
暇
を
取
得
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、
残
業
が
避
け
て
通
れ
な

い
業
界
に
あ
っ
て
、
残
業
時
間
を
少
し
で
も
減
少
す
る

努
力
な
ど
も
含
め
企
業
理
念
の
中
に
あ
る

「人
間
生
活

の
向
上
」
に
邁
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

　
人
間
生
活
の
向
上
と
は
、
従
業
員
の
仕
事
と
家
庭
の

両
立
を
支
援
す
る
こ
と
も
大
き
く
関
係
し
て
お
り
、
具

体
的
な
取
り
組
み
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

１. 

仕
事
と
家
庭
が
両
立
で
き
る
働
き
や
す
い
会
社
作
り 

　
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
） 

２. 

育
児
・
介
護
休
暇
制
度
の
充
実
を
図
る 

３. 

そ
の
制
度
を
利
用
し
や
す
い
環
境
作
り 

４. 

管
理
職
層
へ
の
研
修
の
実
施 

５. 

両
立
支
援
制
度
の
労
働
者
へ
の
周
知
徹
底 

職
場
風
土
改
革
促
進
事
業
へ
の
取
り
組
み 

【具
体
的
な
取
り
組
み
】 

伊能忠敬といえば、徒歩により日本地図を完成し、その技術は、当時

世界的にも相当なものであったと承知していますが、盆地の「奈良」を

記述の如く詳しく測量していたことは、今回はじめて知ったことでした。

土平先生のご記述の中に（３p下段）「夜は横領村で宿泊している」と
ありますが、横領村は現在の横領町であると思います。その場所は弊社

本社のすぐ近くであり、弊社がこの地に引越してきた頃は、周囲はほと

んど田・畑でした。今は、道路の拡幅工事が行われ平城遷都1300年祭が

行われるすぐ近くの場所であります。土平先生の玉稿と、1300年祭基本

計画をあわせて読んでいただくと、再来年からはじまる1300年祭にこら

れる方は、また違ったご興味をもっていただけるものと思います。

代表取締役社長 近東　宏光















 





















 








